
学校・家庭・地域がともに取り組む重点目標 「思いやりの心と自己肯定感を持った子供」

～学校・家庭・地域の３者で，読書活動とちょボラを奨励し豊かな心を育む～
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， 。年が明けてから 学校のプールの水が凍るほど寒さの厳しい日が続いています

そんな中でも寒さに負けず，校庭で元気に遊ぶ子供たちの姿には頼もしさすら感

。 ， 。じます 暦の上ではまもなく立春を迎えますが まだまだ寒い日が続きそうです

１月後半からは，インフルエンザに罹患する児童もたくさん見られました。予

防の一番の手立ては「手洗い・うがい」の励行と十分な休養・栄養をとることで

す。ご家庭でもお子様の健康管理へのご配慮をお願いします。

今年度も残り２か月あまりとなりました。２月・３月はあっという間に過ぎ去

っていきますが，学年のまとめと進級に向けての準備に，子供たち一人一人がし

。 。っかりと取り組めるよう指導していきたいと思います 引き続きご理解とご協力をよろしくお願いいたします

◇▽□☆ ◇▽□☆２月の行事予定

１日（金 ：ＡＬＴ・スクールカウンセラー来校日 １８日（月)：アフタースクール発表会）

放課後図書室開放 ＰＴＡ役員会 放課後図書室開放

わたしたちの作品展（～6日ﾒﾃﾞｲｱﾃｰｸ） １９日（火 ：袋原作品展（～２２日まで））

４日（月 ：委員会活動，アフタースクール ２０日（水 ：授業参観・５校時 懇談会･茶話会） ）

５日（火 ：なかよし集会 放課後図書室開放）

６日（水 ：お話朝会 第３回学校関係者評価委員会 ２１日（木 ：学校施設開放管理運営委員会） ）

水曜６校時限 代表委員会

ＡＬＴ・スクールカウンセラー来校日７日（木 ：新入学児童保護者会１・２年３校時限 ２２日（金 ：） ）

集金日 放課後図書室開放

８日（金 ：ＡＬＴ・スクールカウンセラー来校日 ２６日（火 ：全校５校時限） ）

集金予備日 ２７日（水 ：生活朝会 ＡＬＴ来校日防犯子供を守ろうデー ）

１１日（月 ：建国記念の日 ノーメディアデー）

１３日（水 ：全校４校時限，ノーメディアデー ２８日（木 ：全校５校時限） ）

１５日（金 ：代表委員会 放課後図書室開放）

スクールカウンセラー来校日 ＜３月の主な予定＞

仙台市家庭科作品展（～20日ﾒﾃﾞｲｱﾃｰｸ） 6日：6年生を送る会

１６日（土 ：県・市小中学校書きぞめ展 ７日：ボランティア感謝の会）

(～１８日アエル） １２日：卒業式予行，同窓会入会式

１９日：卒業式,２２日：修了式,２９日：離任式

給食週間が行われました！

１月２１日（月）～２５日（金）は給食週間でした。食べ

物や食事について関心を持たせ，給食についての理解や感謝

の気持ちを育てることをねらいとして，今年も給食委員会の

児童が中心となって給食に関する催し物が行われました。

今年の給食週間中の献立は，宮城県産の食材を用いた郷土

料理の他に，昔の給食や秋田県の料理，給食委員のリクエス

トメニューなども提供されました。

給食で栄養をしっかり摂り，かぜやインフルエンザに負

けない丈夫な体をつくってほしいと思います。
【秋田県のメニュー】

わかめご飯，はたはたの唐揚げ，
きりたんぽ鍋，みかん，牛乳



★第７２回仙台市小・中学校児童生徒書きぞめ展覧会

〈硬筆の部〉

入 選 １年 ４名

２年 ３名

３年 ４名

４年 ３名

５年 ３名

６年 ４名

〈毛筆の部〉

入 選 ３年 ３名

５年 ３名

★宮城県小・中学校児童生徒書きぞめ展覧会

〈硬筆の部〉

部会長賞 ４年 １名

金 賞 ２年 ３名 ６年 １名

〈毛筆の部〉

特 選 ３年 １名 ４年 １名 ５年 １名

１名６年

金 賞 ４年 １名 ５年 １名

６年 ６年 １名１名

※ 展覧会の最終日（１８日（月 ）は１５:００までとなっています。）

今年度最後の集金となります。以下のことについて，ご協力お願いします。

○２月分は となります。給食費のみの集金

○２月分の納入額が学年により異なりますので，集金袋の２月分の金額を確認してから納入

してください。

○おつりのないようにお願いします。小銭が落ちないようにテープで止めるなどして袋から

こぼれ落ちないようにお願いします。

業者への支払いの期限があります。遅れずに納入をよろしくお願いします。○

特別支援学級，雪遊び交流会に行ってきました！

１月１６日（水），セントメリースキー場に

雪遊び学習に行ってきました。当日は，冷たい

風が吹き付ける天気でしたが，子供たちは寒さ

をものともせず，競い合うように斜面を何度も

そりで滑り下りていました。

スキー場を後にするときは，名残惜しそうに

ゲレンデを見つめる姿や，満足そうに笑顔で

「楽しかった！」とバスに乗り込む子供達の姿

がとても印象的でした。


